
教育施設情報 

施設名：埼玉医科大学国際医療センター 

 

※国内留学プロジェクト事務局より： 

短期プログラムについては、今後、研修内容が変更となる可能性があります。公募開始時にご確認ください。 

 

施設基本情報 ※施設情報について、各施設への直接のお問合せはお控えください。 

〒350-1298 埼玉県日高市山根 1397-1 

URL：https://www.international.saitama-med.ac.jp/ 
 

診療科長/指導責任者 

コース 診療科長 指導責任者 

胸腔鏡/ロボット支援食道切除術コース 佐藤 弘 佐藤 弘 

腹腔鏡/ロボット支援胃切除術コース 桜本 信一 桜本 信一 

腹腔鏡下/ロボット支援結腸・直腸手術コース 平能 康充 平能 康充 

 

対応するプラン (コース/プログラム) 

 胸腔鏡下/ロボット支援食道切除術：超短期間型、短期間型 

 腹腔鏡下/ロボット支援胃切除術：超短期間型、短期間型 

 腹腔鏡下/ロボット支援結腸・直腸手術：超短期間型、短期間型 

 

各コースごとの年間手術件数 

胸腔鏡/ロボット支援食道切除術コース 80 件 

腹腔鏡/ロボット支援胃切除術コース 150 件 

腹腔鏡下/ロボット支援結腸・直腸手術コース 500 件 

 

対応するプランごとの応募要件 

 

コース プログラム 応募要件 

胸腔鏡/ロボット

支援食道切除術コ

ース 

超短期 
食道外科専門医等の取得を目指す方だけでなく、少しでも多くの食道癌手

術を経験したい方も歓迎します。 

短期 
食道外科専門医等の取得を目指す方だけでなく、少しでも多くの食道癌手

術を経験したい方も歓迎します。 

 

コース プログラム 応募要件 

腹腔鏡/ロボット

支援胃切除術コー

ス 

超短期 
内視鏡外科技術認定資格を取得することを目指す方だけでなく、少しでも

多くの胃癌手術を経験したい方も歓迎します。 

短期 
内視鏡外科技術認定資格を取得することを目指す方だけでなく、少しでも

多くの胃癌手術を経験したい方も歓迎します。 

 



コース プログラム 応募要件 

腹腔鏡下/ロボッ

ト支援結腸・直腸

手術コース 

超短期 
内視鏡外科技術認定資格を取得することを目指す方だけでなく、少しでも

多くの大腸癌手術を経験したい方も歓迎します。 

短期 
内視鏡外科技術認定資格を取得することを目指す方だけでなく、少しでも

多くの大腸癌手術を経験したい方も歓迎します。 

 

対応するプランごとの到達目標 

コース プログラム 到達目標 

胸腔鏡/ロボット

支援食道切除術コ

ース 

超短期 
食道癌手術の手順を理解する。食道癌手術の膜解剖を理解する。リンパ節

郭清の視野展開法を理解する。周術期管理などを理解する。       

短期 
食道癌手術の手順を理解する。食道癌手術の膜解剖を理解する。リンパ節

郭清の視野展開法を理解する。周術期管理などを理解する。   

 

コース プログラム 到達目標 

腹腔鏡/ロボット

支援胃切除術コー

ス 

超短期 

胃癌手術の手順を理解する。胃癌手術の膜解剖を理解する。リンパ節郭清

の視野展開法を理解する。エネルギーデバイスの設定・使用法などを理解

する。周術期管理などを理解する。 

短期 

胃癌手術の手順を理解する。胃癌手術の膜解剖を理解する。リンパ節郭清

の視野展開法を理解する。エネルギーデバイスの設定・使用法などを理解

する。周術期管理などを理解する。 

 

コース プログラム 到達目標 

腹腔鏡下/ロボッ

ト支援結腸・直腸

手術コース 

超短期 
大腸癌手術の手順を理解する。ロボット大腸癌手術を理解する。直腸癌手

術における視野展開法を理解する。周術期管理などを理解する。 

短期 
大腸癌手術の手順を理解する。ロボット大腸癌手術を理解する。直腸癌手

術における視野展開法を理解する。周術期管理などを理解する。 

 

 

給与 (中期間型プログラムおよび、長期間型プログラム) 

 中期間型プログラム、長期間型プログラムともに給与の支給：なし

 

福利厚生 

 住宅手当/社宅：なし 

 院内保育園/提携保育園：なし 

 

施設の特徴： 

 手術に多く参加することができる。 

 幅広い症例を経験できる。 

 ロボット支援手術を積極的に取り入れている。 

 手厚い指導が受けられる。 

 修練のシステムが確立している。 

 力量や修練期間に合わせて修練目標・プランの考慮が可能。 



 研究・学術活動の機会がある。 

 他診療科との連携が強い。 

 

施設からの一言：  

豊富な症例数を背景に、ロボット支援手術を中心とした多様な外科手技を習得できる環境です。個々の

経験や目標に応じて、段階的に臨床力を高めることが可能です。 

 


